様式第1号（第2条、第4条関係）

20　　年　　月　　日

共同研究申込書

関西大学  学 長　殿
申込者

　　　　住所　　〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　機関名・所属　　　　　　　　　　　　　　　
役職・氏名　　　　　　　　　　　（公印省略）
下記の研究を遂行したく、共同研究計画書を添え、申し込みます。
	研究題目
	

	研究目的
および内容
	

	研究者
	区　分
	所    属
	資　　格
	氏　　名

	
	関西大学
	
	
	

	
	企業等

研究機関
	
	
	

	研究期間
	20　　年　　月　　日　　～　20　　年　　月　　日（ 新規 ／ 継続 ）

	共同研究費
	　　　　　　　　　　　　円（消費税及び地方消費税を含む。）

	事務担当者

連絡先
	（担当者氏名）
	（担当部署）

	
	（住所）

　〒

	
	（電話）
	（FAX）

	
	（E-mail）

	研究題目の分類
	□ライフサイエンス分野　□情報通信分野　□環境分野　□ナノテクノロジー・材料分野

□エネルギー分野　□製造技術分野　□社会基盤分野　□フロンティア分野

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	企業・研究機関

の概要
	業　種（　　　　　　　　　　）・資本金（　　　　　 　千円）・従業員数（　　　　　　名）

　主な事業内容：　

	その他必要事項
	※ 当該研究が、国や地方公共団体、政府系特殊法人等からの委託契約または補助金等との関係がある場合には、その制度名称・本学との関連について具体的にご記入ください。


※上記申込書記載事項については、学内の事務手続きおよび官公庁からのアンケート調査以外の目的には一切使用いたしません。
ただし、「研究題目」については、本学の研究活動実績として公表することがありますので、あらかじめお含み置きのうえ、ご記入願います。また、不都合等ございましたら、お申込み時に必ずお知らせいただきますようお願いいたします。
以下をご参考にご記入ください。

研究題目の分類
[image: image1.emf]【参考】第２期科学技術基本計画（Ｈ13.3.30閣議決定　-抜粋-

1 ライフサイエンス分野

・

・

・

・

・

・

2 情報通信分野

・

・

・

・

3 環境分野

・

・

・

4 ナノテクノロジー・材料分野

・

・

・

5 エネルギー分野

・

6 製造技術分野

・

7 社会基盤分野

・

8 フロンティア分野

・高度情報通信社会に貢献する宇宙開発、新たな有用資源の利用を目指した海洋開発

情報通信や医療等の基盤となる原子・分子ｻｲｽﾞでの物質の構造及び形状の解明・制御や、表面、界面等の制御等の物質・材料技術

ﾌﾟﾛﾃｵﾐｸｽ、たんぱく質の立体構造や疾患・薬物反応性遺伝子の解明、それらを基礎とした新薬の開発とｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ医療や機能性食品の開発等の実現に向けたゲノム科学

移植・再生医療の高度化のための細胞生物学

研究開発成果を実用化する臨床医学・医療技術

食料安全保障や豊かな食生活の確保に貢献するﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰや持続的な生産技術等の食料科学・技術

脳機能の解明、脳の発達障害や老化の制御、神経関連疾患の克服、脳の原理を利用した情報処理・通信ｼｽﾃﾑ開発等の脳科学

上記の技術革新を支えるとともに、膨大な遺伝子情報等を解析するための情報通信技術との融合によるﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ

ﾈｯﾄﾜｰｸ上であらゆる活動をｽﾄﾚｽなく時間と場所を問わず安全に行うことのできるﾈｯﾄﾜｰｸ高度化技術

社会で流通する膨大な情報を高速に分析・処理し、蓄積し、検索できる高度コンピューティング技術

利用者が複雑な操作やストレスを感じることなく、誰もが情報通信社会の恩恵を受けることができるﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ技術

上記を支える共通基盤となるデバイス技術、ソフトウェア技術　等

資源の投入、廃棄物等の排出を極小化する生産ｼｽﾃﾑの導入、自然循環機能や生物資源の活用等により、資源の有効利用と廃棄物等の発生抑制を行いつつ資源循環を図る循環型社会を実現する技術

高精度技術、精密部品加工技術、ﾏｲｸﾛﾏｼﾝ等の高付加価値極限技術、環境負荷最少化技術、品質管理・製造現場安全確保技術、先進的も

のづくり技術（特に情報通信技術・生物原理に立脚したものづくり革新に資する次世代技術）、医療・福祉機器技術　等

人の健康や生態系に有害な化学物質のﾘｽｸを極小化する技術及び評価・管理する技術

人類の生存基盤や自然生態系にかかわる地球変動予測及びその成果を活用した社会経済等への影響評価、温室効果ｶﾞｽの排出最少化・回収などの地球温暖化対策技術　等

省ｴﾈﾙｷﾞｰ・ﾘｻｲｸﾙ・省資源に応える付価値の高いｴﾈﾙｷﾞｰ・環境用物質・材料技術

安全な生活空間を保障するための安全空間創成材料技術　等

燃料電池、太陽光電池、ﾊﾞｲｵﾏｽ等の新ｴﾈﾙｷﾞｰ技術、省ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾈﾙｷﾞｰ利用高度化技術、核融合技術、次世代の革新的原子力技術、原子力安全技術　等

地震防災科学技術、非常時・防災通信技術等の防災・危機管理関連技術、ITS（高度進路交通ｼｽﾃﾑ）等の情報通信技術を利用した社会基盤技術　等


記入例
　　　　　　　　　　　　　

2018年4月1日

共同研究申込書

関西大学  学 長　殿
申込者

　　　　住所　　〒　＊＊＊－＊＊＊＊
　　　　　　　　　大阪府吹田市山手町＊－＊－＊　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　機関名・所属　＊＊株式会社　＊＊研究所　　　　　　　　　　　　　　

　

　役職・氏名　　所長　＊＊＊＊　　　（公印省略）
下記の研究を遂行したく、共同研究計画書を添え、申し込みます。
	研究題目
	＊＊＊＊における研究

	研究目的

および内容
	＊＊＊＊＊の手法の確立を目指し、＊＊＊＊を検討する。



	研究者
	区　分
	所　　属
	資　　格
	氏　　名

	
	関西大学
	化学生命工学部

化学生命工学部
	教授

准教授
	· ＊＊　＊＊

＊＊　＊＊

	
	企業等

研究機関
	＊＊研究所　＊＊グループ

＊＊研究所　＊＊グループ
	主任研究員


	＊＊　＊＊
＊＊　＊＊

	研究期間
	2018　年　4　月　1　日　　～　2019　年　3　月　31　日　（ 新規 ／ 継続 ）

	共同研究費
	　　　＊＊＊＊＊＊＊＊　　円（消費税及び地方消費税を含む）

	事務担当者

連絡先
	（担当者氏名）　＊＊　＊＊
	（担当部署）　総務部

	
	（住所）大阪府高槻市白梅町＊－＊－＊
　〒　＊＊＊－＊＊＊＊

	
	（電話）＊＊－＊＊＊＊－＊＊＊＊
	（FAX）＊＊－＊＊＊＊－＊＊＊＊

	
	（E-mail）＊＊＊@＊＊＊.co.jp

	研究題目の分類
	□ライフサイエンス分野　■情報通信分野　□環境分野　□ナノテクノロジー・材料分野

□エネルギー分野　□製造技術分野　□社会基盤分野　□フロンティア分野

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	企業・研究機関

の概要
	業　種（　　　製造業　　　　）・資本金（　＊＊＊＊ 　千円）・従業員数（　＊＊＊＊　名）

　主な事業内容：　　自動車部品、電源装置の製造・販売

	その他必要事項
	弊社が関西大学と共同で申請していた「＊＊＊プロジェクト」が平成２３年＊月＊日付で

＊＊省から採択をうけたことに伴う、共同研究契約となります。

※ 当該研究が、国や地方公共団体、政府系特殊法人等からの委託契約または補助金等との関係がある場合には、その制度名称・本学との関連について具体的にご記入ください。


※上記申込書記載事項については、学内の事務手続きおよび官公庁からのアンケート調査以外の目的には一切使用いたしません。
ただし、「研究題目」については、本学の研究活動実績として公表することがありますので、あらかじめお含み置きのうえ、ご記入願います。また、不都合等ございましたら、お申込み時に必ずお知らせいただきますようお願いいたします。
複数名の場合には、研究者代表者に◎を付けてください。





請求書や契約書を、送付させていただく際のご担当者をご記入ください。





2ページ目の分類表より選択し、


該当分野を一つ選択してください。





お申込みいただく事業所・研究所・ユニットごとの


主な事業内容についてご記入ください。








